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研究の背景：近年の脳科学研究の進展によって、脳内のさまざまな機
能メカニズムが解明されつつある。中でも脳 MRI は空間解像能に優れ、
精神疾患患者のわずかな脳体積の変化を検知する上で極めて重要なツー
ルである。近年の研究の傾向としては、3D 解析が可能な精度で撮像さ
れた脳 MRI 画像を統一された基準で処理して、大規模脳画像データを
構築する prospective�mega�analysis と呼ばれる手法であり、数百から
数千のオーダーでの脳画像研究が可能となった。その一方で、課題を負
荷した際の脳血流の変化を通して脳機能を測定する functional�MRI 研
究においては、精神医学的に重要な課題について、各施設で高い精度で
研究を行う数十名単位の研究が現在も主流であり、精神疾患患者の脳機
能障害の解明に重要な役割を果たしている。
研究の方法、内容：当科では、様々な精神疾患患者に脳 MRI 検査を実
施している。脳 MRI 検査は、器質的原因の除外という臨床上の必要性
から、もともとほとんどの患者に実施されるものであるが、その際に当
科で放射線科と共同で開発した独自のプロトコルで撮像することで、研
究目的での使用も可能としている。これらの脳画像データは、国内の脳
画像データバンクに送られ、大規模データ構築に貢献している。その一
方で、課題を定めた fMRI 検査は医歯薬研究棟の研究用 MRI で撮像さ
れている。最近は、多くの精神疾患で認められる意欲・動機づけの低下
と関係が深いと言われる報酬系と呼ばれる脳領域に働きに着目し、遅延
報酬課題を用いて撮像する研究を行なった。
成果：国内の prospective�mega�analysis への参加では、抗精神病薬の
脳体積への影響に着目し、抗精神病薬の使用が海馬と負の相関、淡蒼球
と正の相関を示すことを明らかにした。その後、同じグループからの研
究で、統合失調症患者の皮質下脳体積や皮質厚が双極性障害と類似する
ことを示す論文が報告されている。機能的 fMRI 研究においては、うつ
状態にある双極性障害と大うつ病性障害の患者群を比較し、右島前部に

おいて、うつ病患者ではうつ状態の重症度と同部位の賦活に負の相関を
認めるのにたいし、双極性障害患者では、正の相関をみとめることを明
らかにした（図 1、図 2）。このような研究は精神疾患の生物学的背景の
解明に貢献するものであり、精神疾患患者の治療や予後を改善すること
に寄与することを願っている。
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図1　	遅延報酬課題における、健常者
（C）、双極性障害患者（BD）、大
うつ病性障害患者の脳の賦活活

図2　	右脳幹と左島前部において、うつ状態の重症度（MAMD スコア）と脳賦活
の関係は、双極性障害（BD）と大うつ病性障害（MDD）で異なっている。




